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う 1 ～ 3 年生 412 名（男子 210 名，女子 202 名）である。
内訳は，1 年生 146 名（男子 77 名，女子 69 名），2 年生

















































寝ているかを尋ねた。回答方法は，「夜 8 時～ 9 時前」「夜
9時～10時前」「夜10時～11時前」「夜11時～12時前」「夜

























（3）手続き　2016 年 5 月下旬～ 6 月上旬に 1 回目の調



























比較を行った結果，就寝時間が夜 9 時～ 10 時前，夜 10





た結果，就寝時間が夜 9 時～ 10 時前，夜 10 時～ 11 時前，





て，就寝時間が夜 9 時～ 10 時前と答えた群は，就寝時
 
 
    Table1 各尺度間の相関係数     
  1  2 3 4  
1 部活動 1   -0.13 * 0.13 * 0.31 **
2 インターネット依存 -0.13 * 1  -0.27 ** -0.24 **
3 学業 0.13 * -0.273 ** 1  0.28 **
4 学校生活満足 0.31 ** -0.24 ** 0.28 ** 1  
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9 時～ 10 時前と答えた群は，就寝時間が夜 11 時～ 12
時前と答えた群より，得点が有意傾向に低いことが示さ
れた。さらに，朝食を食べない日もある群において，就
寝時間が夜 9 時～ 10 時前，夜 10 時～ 11 時前，夜 11 時















れたパス図より，T1 の学業コンピテンスから T2 のイ
ンターネット依存にかけて -.25 の負のパスが得られた。
また T1 の学校生活満足感から T2 のインターネット依
存にかけて -.14 の負のパスが得られた。T1 の学校生活













































































Ⅰ　朝食の有無 Ⅱ　就寝時間 Ⅲ　睡眠時間① ② ① ② ③ ④ ① ② ③ ④M(SD) M(SD) M(SD) M(SD) M(SD) M(SD) M(SD) M(SD) M(SD) M(SD)部活動での積極性 31.08(5.62) 31.29(4.41) 31.72(5.17) 30.86(5.77) 30.60(5.75) 28.47(6.46) 31.36(5.27) 31.62(5.55) 30.08(6.40) 30.19(5.40)インターネット依存 26.78(6.92) 28.68(8.88) 24.65(5.90) 26.53(6.59) 28.54(7.41) 33.52(8.53) 25.07(6.26) 25.16(5.48) 27.08(6.76) 31.16(8.91)学業コンピテンス 17.61(4.83) 16.40(4.25) 18.32(4.35) 18.16(4.50) 15.89(4.98) 15.00(4.69) 18.27(4.61) 18.29(4.62) 17.24(5.17) 15.83(4.30)学校生活満足感 23.72(5.12) 21.62(5.70) 24.23(5.38) 23.49(5.15) 22.52(4.74) 21.11(5.51) 23.82(6.32) 23.96(4.93) 23.22(5.35) 22.72(4.83)F値 交互 作用朝食F値 就寝F値 睡眠F値 Ⅰ*Ⅱ Ⅰ*Ⅲ Ⅱ*Ⅲ Ⅰ*Ⅱ*Ⅲ            多重比較部活動での積極性 .15 2.75* .35 .09 .50 .85 .35
インターネット依存 .40 3.20* 1.56 3.46* .69 1.75 2.09
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Appendix 　インターネット依存傾向についての項目
・インターネットの使用で、学校の成績が落ちた。
・インターネットをしている間は、よりいきいきして
くる。
・インターネットができないと、どんなことが起きて
いるのか気になってほかのことができない。
・“やめなくては”と思いながら、いつもインターネッ
トを続けてしまう。
・インターネットをしているために疲れて授業中に寝
る。
・インターネットをしていて、計画したことがまとも
にできなかったことがある。
・インターネットをすると気分がよくなり、すぐに興
奮する。
・インターネットをしているとき、思い通りにならな
いとイライラしてくる。
・インターネットの使用時間をみずから調整すること
ができる。
・疲れるくらいインターネットをすることはない。
・インターネットができないとそわそわと落ち着かな
くなり焦ってくる。
・一度インターネットを始めると、最初に心に決めた
よりも長時間インターネットをしてしまう。
・インターネットをしたとしても、計画したことはき
ちんとおこなう。
・インターネットができなくても、不安ではない。
・インターネットの使用を減らさなければならないと
いつも考えている。
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